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（論文内容の要旨） 
この論文では、 現代陶磁彫刻及び中国文人画における理想の定義を述べ、中国文人画におけ る理想が現
代陶磁彫刻の創作実践での意義及び可能性を重点的に述べた。  まず、 著者は「中国」 の「文人画におけ
る理想」を自分の現代陶磁彫刻創作に取り入れる原因を説明する。 
本稿では文人画の理想を整理し、文人両の理想の基本的な特徴を見つけ出し、文人画の珂想に  おける代
表的な梢趣をまとめたい。自分の命に対する感想及び芸術眼に基づき、伝統文人画の理  想を現代陶磁彫刻
創作に結びつけることで、 伝統文化が陶磁工芸材料で応用される可能性を探求する。 
博士論文の第一章では、自分の作品を二つのサイズを選んで創作する原因を説明する。サイズ  の大きい
「現代陶磁彫刻」とサイズの小さい「写意磁器小品」が具体的に何を指すこと、 及び現 代陶磁彫刻と伝統
彫刻との区別を述べる。それから第二章では、文人画の定義を整理し、文人画 の理想を分析することで、
現代陶磁彫刻と伝統彫刻との区別を述べ、文人画の理想が現代陶磁彫 刻創作での実践的な意義を羽き出
す。第三章では、中国文人画の理想が現代陶磁彫刻創作におけ  る実践的な意渡を紹介する。第四章は本論
文の主要部分である。まず第一節で作品が如何に「文 人画理想」を表現するか、 及び作品で表現される
「文人画理想」が何かを説明する。 次に第二節で作品の創作理念に基づき、作品の材料選定と製作工芸の
流れ及び作品の創作を説明する。第三節で、今回の博士卒業展示会を例として、作品の展示空間及び作品今
後の生存環境について考察する。 
中国文人画は中国及び東アジアの美術史では、多く研究されているが、文人画の理想を陶磁工 芸創作と
結びつけて研究するのは新しい課題である。現在調べられる資料から見れば、初めての挑戦になるはずであ
る。このような文化を工芸と結びつけて創作と研究をするのは、工芸と技法  をメインとする工芸学科では
積柩的な意義を持っている。 
 
 
（論文審査結果の要旨） 
    
 
梅法釵氏は、本国で既に彫刻家として確固たる地位を築いているが、本学では陶芸を学び、新たに陶芸彫
刻としての、つまりは工芸表現を新たに体得し、創作活動を行っている。提出された論文では、そのコンセ
プト、もしくは人生の根源をなす文人画、工芸としての人体表現について論じられている。  
 本論文の構成は３章からなる。第１章では、陶芸としての彫刻表現の在り方について、様々な実例を伴っ
て論じられる。第２章では、コンセプトの中心をなす「文人画」について、その定義と、自作における応用
が論じられる。「文人画」の定義については様々に議論があるところであるが、同氏は対象を写すのみの「形
似」ではなく、作者に内在する本質や精神的な品格に発する「写意」を目指すものと定義する。そのうえ
で、「文人画」の制作態度や精神性、またその理想は現代にも通じるものとし、具体的なテーマとして、梅や
山水、桃源郷のイメージ等を挙げる。第３章では、博士提出作品を主体として、そのコンセプト、制作プロ
セス、展示コンセプトについて論じる。全体を通読して感じることは、そもそも絵画における、つまりは平
面として表現された「文人画」の様々なモティーフを立体表現として新しく創造するのみにとどまらず、そ
の核をなす思想についても理解し、それを普遍化しようとする実に意欲的な試みである。  
ともすると「文人画」は、古臭いものとしてとらえられがちであり、中国においても、ましてや日本にお
いては、ほとんど関心が失われている分野である。しかし、造形芸術が作家の精神から発するという芸術至
上主義は、同氏の述べるとおり、むしろ西洋美術の理論よりも現代性をもつものである。それを机上の理論
にとどまらず新しい創造として生み出すことは、東洋にルーツをもつ現代のアーティストたちにとっても重
要な示唆を含むものであり、本論文の志向するところは洋の東西を問わず普遍的な意味を持つものであろ
う。いっぽうで原材料や制作プロセスに対する考察については、今少しの言及が必要であろうと考える。さ
らに彫刻と工芸の差についてのほか、原材料による表現の差についても今少しの言語化の必要があると考え
るが、今後、作品制作のなかで十分に考察が深まるものと期待される。 
以上のように論文が作品の背景を十分に説明するものであり、「文人画」の精神が現代に生きる芸術家にと
って普遍的な意味をもつことを提示し、伝統と創造を見事に結び付けた内容から、審査員の同意のもと博士
学位に相当するものとして意見の一致をみた。 
 
 
（作品審査結果の要旨） 
梅氏の提出作品は「中国文人画理想の現代陶磁彫刻中における応用」という研究テーマで制作されてい
る。日本の陶土、中国の磁器土、そして墨、着彩を用いた画で構成されている本作品は、それぞれの素材の
持つ特徴を把握し、現代の文人的立ち位置で現実と向き合うことで生まれた作品となっている。梅氏は中国
で活躍する彫刻家であるが、彫刻的塑像とは違う表現を陶彫に求め、東京藝術大学の陶芸研究室に席をおい
て技法と表現の探求を行った。 
提出作品、「梅」・「山水」は陶土を使い炭化焼成で仕上げられているが、これらの作品では、塑像とは違
う内面が空っぽの中空構造で作られている。陶芸において最後の制作工程である焼成は無垢の塊のような物
体を焼くことは極めて困難であるためだ。陶芸の制作工程に沿って造形を考え直しその制約の中で制作する
ことにより新しい表現が生まれている。さらに、梅氏は中空構造で立体をおこす際に陶土に亀裂が入ること
も作品「山水」で応用している。人体や動物を中空で作る例は日本において埴輪があるが、それらは低温の
素焼き状態である。梅氏は1200度を超える高火度において柔らかな造形を達成したことも、評価に値する。 
中国の徳化窯は白磁の産地として独特の原料を有するが、この地の材料で試みた白磁による「新漁夫」
「桃源郷」「彼岸」「無常」は、自身の肉親を失ったという経験から生まれた悲しみを昇華させた作品群と言
える。この感情表現に個々の作品に共通してモチーフとして用いられている雲は、ある種の悲しみを通り越
した諦観を感じさせる象徴であろう。この雲と作者自身を中心に据えて透明感のある徳化窯の白磁を用いた
作品は、文人的表現の一つの完成形と見て取れる。しかし、これらの制作は塑像し型取りによって鋳込み成
形の手法をとっているため、何ら彫刻の塑像と変わらない工程で作者の手を離れてしまう。陶磁彫刻ならで
はの独自な造形表現という観点から不満が残る。 一方、「写意陶磁器彫刻小品」の文人シリーズにおいて
は、脂を含んだかのような徳化の上質な磁器土が目を引く。この可塑性の少ない磁器土を手びねりにより造
形することは、非常に困難だと思われるが、それがかえって技巧に堕することなく古の文人の姿を表すこと
    
 
となり、精神性や人生観を表現することに成功している。 
紙において試みられた水墨画を思わせる作品の数々は、文人画理想を追求する作品と呼応して作者のより
根源的な生命に対する問いかけを表していて興味深い。 
以上、提出された作品群は完成度において申し分のないものであるという各審査員の一致を見た。  
東京藝術大学で取り組んだ陶磁という素材ならではの表現方法を更に進めて新しい立体造形作品の創造に
更に期待したいと思う。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
梅法釵氏の博士課程学位審査は、論文担当第一副査に片山まび先生、作品担当第一副査に三上亮先生、外
部副査に名誉教授島田文雄先生と主査豊福誠の審査体制で行った。 
中国文人画をテーマにして３章からなる本論文は、提出作品との関係性において成り立っており、作品の
背景を論述したものである。第１章では現代陶磁器彫刻の歴史的成り立ち、そして、これまで筆者が行って
来た彫刻と東京藝術大学で学んだ陶芸としての彫刻のあり方についてその区別を論じている。第２章では、
本論の中核をなす「文人画」の定義について、様々な画題の例を挙げ紐解き、その画中に内包された精神性
の高さを重要とし、その理想を述べる。第３章では、文人画理想が筆者の創造の精神的な源泉とし、博士提
出作品のそれぞれのコンセプト、制作工程について論じている。 
提出作品は、本学で制作した２点と中国徳化窯で制作した４点、同じく徳化窯の小品１３点そして、絵画
２点からなる。提出作品、「梅」・「山水」は、論文中に書かれている様に、これまで筆者が制作に携わって来
た彫刻作品の成形とは大きく異なっている。彫刻の塑像では多くの場合、心棒に粘土を付けて無垢の状態で
造形していくのに対し、陶芸の場合は板状の粘土を組み合わせもしくは、コイル状の粘土を積み上げて中空
構造で制作することが主な技法である。陶芸の技法で彫刻に取り組んだ筆者は、技法的制約の中で行う制作
に、造形的な美と面白みを見出し、応用している。この２作品の背景には、多くの習作と試作があり、陶芸
作品の通り道である焼成の壁も乗り越えた、造形性と精神性の高い秀作である。又、提出作品、「新漁夫」・
「桃源境」・「彼岸」・「無常」は、中国徳化窯の白磁による大作である。この４点に共通する雲は、筆者の胸
中に内在する悲しみを昇華するアイテムであろうか。また、同じ徳化窯で焼かれた１３体の小品は、大作４
点よりも高い焼成温度で焼かれており、透き通る様な白さは、徳化窯の特徴であるが、筆者の造形力と相ま
って精神性の高い秀作となった。 
以上の様に論文と作品により、現代美術の中で失われて来た「文人画」の持つ高い精神性を論文と立体に
現し、現代陶磁彫刻に文人的表現を成功させており、審査員総意のもと博士学位に相当するものとする。  
 
 
